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調をもた せ、模様に立体感 を表現す る。朱繧繝、紫

繧繝、萌葱繧繝 が本義と さ れ て い る 。

5．匂

　香の匂い は最初強く感 じられるが、次第に薄れて

い く。人 と行き交 うそのすれ ちがいの 時におきる，そ

の 情景を色の 階調に表 したもの で 強い 色か ら次第に

明るくなる 。 グラデ
ー

シ ョ ン配色といえる 。 例 → 紅 →

薄紅 → 臼　薄様 とも言う。

6．裾濃

　明るい色か ら次第 に濃 くなる 階調 。明る い浅 葱色

か ら藍色 にな D 、紺色 で 終わるよ うな 階調をいう、，

7 ，村濃

　「斑濃、叢濃と書くこ ともあ る 」布地模様の ］つ で 、

まばらに濃い ところが散在 して い るものを言 う 、 貞

状雑記に、【地を薄 くして所々村雲の こ とく何色に て

も色を濃く染め る也】と で て い る 。

8．白と紺

　江戸時代に度々 奢侈禁止令が出され て い て 、染織

品も制限 され て絹 物 は使 う こ とがでぎなか っ た。染

色 も紫や紅花染 めは高価なもの だ っ た か ら、庶民的

な監色、茶色、鼠色な どが多く使われたが、藍染め

が中心に なっ て い る 。

9，七福神の色

　神社の 幡の 色 ：赤、黄 、 緑、青、白の幕が寺の 本

堂に飾られることがある 。

　われわ れの 周囲 には成 仏できな い餓鬼 がいる 。 そ

の 餓鬼 を救 う法要を施餓鬼 （せがき ）と言い 、そ の 時

に餓鬼がその仏様 （色で象徴させている）の ところに

行 くと、功徳が施される という。

10 ．そ の他

　参考文 献　歴世服飾考 、染織辞典 、む らさき くさ、

色名事典 、色 ・彩飾の 日本史、日本伝統色 ・色名解

説、日本の 傳統色、京の 色事典 330 、図説 ・浮世絵

にみる色 と模様 、展覧会 日本の色、源氏物語の色他

　　　　　　　　　　　　　（カラ
ー

ス タジオ エ ヌ）

「日本の伝統配色」の演習に つ い て

内田　滋子

　色彩は生活と結び つ い て 歴史ととも に 今日まで続

いて いる 。 色の意味を考える時、その時代的背景 や

地域性 、そ の 土地 の 気候
・
風土 、そ して 人 間の 精神

性 をも理解 し味わ うこ とが大切だ ろ う。日本の 伝統

色をひも とい て 歴史を辿る 時、意 識する しな いにか

か わ らず 日本人の心 に、風土 ・文化に育まれた日本

独特の色遣い、色 目が脈々と刻まれ て いる こ とに気

づ か さ れる 。 そ の 色合い の 持つ 意味と色 目の 奥深さ

を現代の 日常 生活 に生 かすこ とで 、豊 かな色彩表現

がでぎると考えて生徒指導を行 っ た。

　まず歴史的な流れの 中で、大陸か ら渡 っ てき た色

彩が Eヨ本独特の色彩文化を形成して い くこ とを学ぶ。

その色彩文化は政治 ・文化の中心が北上する に つ れ

て 色合い も変化 して い くこ と。その時代における身分

や職業とも深く関わ っ て い る こ と。また生活文化に

おい て は部屋の 「しつ らい」とい う物理的な もの が精

神的な意 ユ未へ 移行 して いくこ と。その中 で 茶室 の究極

的色彩文化へ と集約 され、「侘び」「寂 び」の 「粋」の世

界が展開され て い く。それは やが て 江戸時代の 奢侈

禁止令によ り庶民の 間に広が っ た茶と灰の粋な色彩

文化の 精神的土壌とな っ たの ではないか。また
一

方

で は 、豪華絢爛な 桃L］時代の 障壁画 へ と 昇 華 して い

く。また 、日常の 色 「ケ」の色に対 し、祭 り、芸能、

非日常の 「八 レ」の 色と い う精神
「1生を持つ 色の 深さ と

な っ て現れていく。

　 こ のよ うに同時代において も二 面性を持つ 色 彩文

化、暗く沈ん だ静か な色目、明る く快活で に ぎやか

な力強い 色目 。 こ の ような複雑多様な日本の 色彩文

化 は ヨ
ー

ロ ッ パの人 々 に魅力 的に映 り、影響 を与え

たこ と は 想像に難 くない 。 こ れ ら豊かな色彩感覚を

有する 日本人の感性は、現在も私達に 遺伝子 として受

け継がれて地下水 脈の ように流れてい る 。 この よう

に一連の 伝統色 の 意味を学ん だ上 で 、実際に演習を

行 う。日本の伝統色 に対するテ
ー

マ を決め 、調 べ 、

分析 する。その上でその色 を使い、新たに 「日本の伝

統色に よ る洋食器 の 新作 コ レ ク シ ョ ン」の 展示 会ボ ス

タ
ー

を制作 するとい う課題 を与えた 。 この ことによ

り伝統配色 を現代に生 かす発想 を持たぜた。配色 し

て い く中で 日本の 伝統色が実は偏 っ た も の で はなく、

む しろ ヨ ハネス
・
イ ッ テ ン な どの配色調相論に出てく

る配色調和の 形式を も含ん だ非常に豊 か で か つ 繊細

なもの で あ る と い うこ とを体得で きると考える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （  創作の森）

検定対策 ・
ち ょ っ と息抜ぎのための ツ

ー
ル

・実験と

ゲー
ム

宮崎 敬子

　 検定対策の 授業をする 場合、授業時間が 少ない 、

覚え る こ とが多いな ど の 理由か ら、授 業の内容 が単

調にな りがち で す。生 徒が、「色 彩」とい う本来楽し
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くある べ き科目を前に して 、テキス トの難解さゆえに、

意気消沈して しまうのを見るのは、教える側として つ

らい も の で す。対策 譎師の方々は、なん とか生徒の

やる気を引き出そうと、 様々の工夫をされている こ

とで しょ う。そ こで、今回は 、個人的に試した工夫の

なかか ら、「楽しさ」を取 り入れるための実験とゲー

ムを紹介 します 。 この実験 とゲーム は、ある美容専

門学校の授業で行 っ たものです。一ク ラ ス 30 人くら

いです が、カルチャ
ー教室など、人数が少な い場合

にも行えます。

　実験は 、「ク 目 マ トグ ラ フ ィ 」と い う色素分解です 。

美容専門学校で も近頃色彩 の授業が積極的に取り入

れ られていますが、ヘ アーカラ
ー

の概念 の理解と して

巖適 だと考 えます 。 こ こ か ら 、実際の ヘ ア
ー

カラ
ー

の重要性の認識へ とつ な がり、さ らには検定取得の

意欲向上 へ と つ ながるこ と を期待 します。

　カ ルタに関して は、従来のカルタを色バ
ー

ジ ョン に

改良した本当に単純な もの ですが、遊び感覚で 取 り

入れる ことによ り、「楽 しさ」を感 じて も らうことが

で き 、また、い くつ か の 難易度の 段階を設定する こ

とに より、 チ ャ レ ン ジ精神を引き 出すこ ともできる

で し ょ う 。 　　　　　　　　　　　　 （COior　Station）

「色彩講座の ためのオ リジナル教材」（ワー
クブ ッ ク）

〜「実践 、 カラ
ー

コ
ーヂィネ

ート」の 紹介〜

鈴本 千惠子

　上記の ワ
ークブ ッ クの サイズは A4 阪、ペ ージ数と

形態は、本文24 ペ ージ片面印刷、表紙 と裏表紙は コ

ート紙で 裟本 している 。

　配 布場所は、全8 時間以上 の 色 彩講座 （カラ
ー

コ
ー

ヂ ィ ネ
ー

タ
ー検定3 級講座を含む ）に て 、第

一
回囲の

講義で霙費にて 配布 （購入を して もらう）。

　仕様 は、A3 の 2 つ 折の ク 1丿ア フ ァ イルに、 130 色

力ラ
ー

カ
ー

ドとセ ッ トして いる 。

　検定講座には、「練習問題集 ＆用語集」ほか、PCCS

の カ ラ
ー

カ
ード、そ の ほか の 資 料を 添付 して い る 。

PCCS のカラ
ー

カ
ー

ドを使う時は、色指定をした配色

尾紙を数枚配布して い る。

　A3 の 2つ 折の クリアフ ァ イル は非 常 に便利で 、後

か ら配布す る資料も入 れ ることがで き、受講生も収

納に便利で ある。

　発行の い きさつ は、は じめは、色彩講座の資料とし

て 数枚の レジメを作成 していたが、自己の 色彩へ の

学習 が深ま る と とも に ペ ージ数が増え、簡易製本機

を購入 して 、製本をするようにな っ た 。

　な る べ く、資料をま とめやす く、手 に した側も後

で見てもわ かるよ うに、そ して 形に残る教材を作成

したい と考えて い たと こ ろ、ぢ ょ うど、1999 年、あ

る専門学校で の 色彩の 授業の受講生 が 200 名 にな り、

製本が間に合 わす、業 者に印刷を依頼 した 。 その 際

に 、内 容 の 見 直 しを し、ペ ー
ジ 数 も 増 や した 。

2005 年に 2回Eヨの改定をした 。

　受講生には、カラ
ー一

カ
ー

ドを切 D貼りして、講義で

説明を しながら、色彩 の基礎を学ん で も らえる よ う

作成した。その教材 を紹介した い 。

　 1
．
実践、カラ

ーコーヂィネート」の 1回の印刷部数は

1回目（初版）が 500 部、以 降200 部であ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （A 」．C．）

参加型発表 ・慣馬色 名と色票の相対比較

永田　泰弘

　一
枚の実悔の印羂1」色票を提示 してその慣用色名を

答え させ る と、間違い の確率が高い 。 それに対 し数

枚の 色票とそれ らに対応する慣羂色名 との絹み合わ

せ を求 める と、相対 的 に 判断する 形にな り間違 い の

確率が低くなる．。

　その場命 、 色票の色の 正確さも大切である 。

　最近は色彩教育 や発表の 場で 色 票をカ メ ラ や ス キ

ャナを介して映像化 した 二 次 デ
ー

タをパワ
ーポイ ン ト

の映像に して、プロ ジ ェ クターや テ レビモ ニ タ
ー

を通

じ （ 見せる こ とが多くな っ て きて い るが 、そ れぞれ

の 機器の特性によ っ て、実物の色 票 に対 し色が変化

することが予想される u

　 こ の よ うな状態 で 色 の相対的な比較選択が支障な

く出来るの かど うかを検証 してみる ことに した 。 支

障が少な ければ、色彩教育をパ ワ
ー

ポイ ン トとプロ ジ

ェ クタ
ー

の組み合わせで行 っ て も 、色を伝え る こ と

が出来ることとなる。

　実 物の印硝色票 を 覺せ て 相対的 に 比較選択 しても

ら っ た結果 と、映 像化した色票による相対的な比較

選択の締果を比較す る こ とにして 、以下 の テ ス トを研

究発表会の現場で行うこ ととした。参加型発表と名付

けた所以で ある 。

　 内容は四枚の 印尉色票と四種の價用色 名を
一

縟に

して 映像化 し、正 しい組合ゼを選択 して も らう 。 印刷

色票は 噺 版色の手帖」を切 り抜い て作 っ た 。

　 使用 した慣用色名は以下の 9組、36 種である 。

］）桜 色、鴇色、珊瑚色、牡丹色。2）朱色 紅色、茜

「
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